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第60回東京都十六高校対抗水上競技大会 
－第4回運営委員会－ 

 

平成 26 年 7 月 12 日 (土) 
  於 都立小石川中等教育学校 

文責: 宮原 航 

 

欠席校 三輪田・京華商業 

 

去る7月12日 (土) に行われました第4回運営委員会の議事内容をお知らせ致します。 
 

～議事内容～                  ～配布資料～ 

 

１. 小石川戦について  ・開催校および大会会長について 

２. 役員の欠席連絡について  ・役員の欠席連絡について 

３. 協賛金について  ・十六校水泳大会における提案 

４. 筑駒からの提案書について          ・大会当日の諸注意について 

５．前日準備について 

６．大会当日の諸注意について 

７．諸連絡について       

     

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

1. 小石川戦について 
明日7月13日の小石川戦に、役員を出した学校の運営委員に大会の詳細について連絡している。各校の運営委員は自

分の学校の役員にメールを転送すること。雨季駒場記録会同様、役員の服装は規定しない。 

 

2. 役員の欠席連絡について 
大会当日の欠席連絡は林田のメールアドレスではなく、十六校のメールアドレスまで学校、名前、役職、出られなく

なった理由を記した上で連絡すること。代理を用意できているか、いないかに関わらず、欠席が分かり次第主任だけで

なく総務まで必ず連絡すること。 

 

3. 協賛金について 
協賛金の募集を再度行ない、最終締切を７月25日(金)とする。協賛金を出したものの、青山学院以外に確認できてい

ない学校は森川まで連絡すること。 
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4. 筑駒からの提案書について 
配布資料「十六校水泳大会における提案」参照 

筑波大附属駒場高校から、現役選手の提案をまとめた提案書が提出された。 

  → 各班で約10分間提案書に関しての意見交換を行い、採り入れるべき部分について発表してもらった。 

【1班】 

どれも現実的に実現するのは難しい。円陣は各学校の代表数人でやるのが限界。電光掲示板は技術的に難しいため、や

るとしても来年度に持ち越すべき。 

【2班】 

円陣を全員でやることは難しい。やるとしても各校1名。 

【3班】 

円陣はアップではなく昼食時にやる、電光掲示板の試みは来年度にすべき、全員リレーはまずは選手に確認する。 

【4班】 

各校の代表だけで円陣をする、電光掲示板は来年試してみる、全員リレーは800FRで十分であり、行うべきでない。 

→ 今後もこの提案書に関しては議論を続けていく。今回の運営委員会での議論を各校に持ち帰り、現役選手の意見を

求めてくること。 

 

5. 前日準備について 
8月22日の前日準備は、主任より連絡する。役職ごとに集合時間が異なるものの、おおよそ17時開始、21時終了予定

である。 

 

6. 当日の諸注意について 
配布資料「大会当日の諸注意」参照 

・PDFで送信した、リレーオーダー用紙などについては、各校で印刷して大会当日に用意してくること。 

・駐車場を利用するためには辰巳国際水泳場に事前に申請する必要がある(最大3台まで)。十六校Gmailまで所有者の名

前、電話番号、車のナンバーを7月31日(木)までに連絡すること。 

主な変更点 

7. 会場施設における注意事項 

・横断幕→ 横断幕をテープ類で固定することは一切禁止、ひもでの固定のみとする 

       一列目のいすの下に結びつけることが可能であるが、かなり長めのひもが必要とされる。 

・プールサイドのサンダル→ プールサイド応援をする選手の荷物は、全て採暖室前のブルーシートの上に置くこ

と、持ち物を持っての応援は禁止する。 

・更衣室・トイレでのコンセントの利用禁止  

・館内のビンの持ち込みは禁止 

当日の服装 

・上半身は白無地のポロシャツ、下半身は黒または紺の長ズボン（ジャージ）、白地の運動靴とする。 

(大きいロゴがあるもの、丈が短いものは禁止とする) 

・もし疑問点があれば写真を添付し、十六校Gmailに送り確認すること。 

・前日準備での服装自由であるが、その際に大会で着用する上記の服装を必ず用意すること。 

 

7. 諸連絡について 
・次回の第5回運営委員会は8月16日(土)開催予定。 

・会場借用のメールは8月1日(金)までに、借用可能・不可能に関わらず連絡をすること。 

・読了確認のメールを送ることを徹底すること。 

以上 


